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⑤山谷堀 吉原への遊客はここ隅田川から
猪牙舟で水門から山谷堀に入り、今戸橋、聖
天橋、山谷橋、正法寺橋、山谷堀橋、紙洗
橋、地方橋、日本堤橋をくぐって吉原へ行っ
た。広重の今戸橋の絵を見ると右側に料亭、
川には猪牙舟が行き交い芸妓が三味線を奏で
ている。山谷堀は石神井川を源にし、三ノ輪
で明治通りの思川と分かれ、吉原大門を経て
隅田川に流れていた。

㉓衣紋坂 日本堤の土手から吉原大門までに襟
を直し、衣類を整えた。新吉原は明暦3年(1657)
日本橋葦屋町から移転した。元吉原に対して新吉
原と呼ばれ、また、北里、北郭、北州などとも呼
ばれた。二町四方は郭といわれ、高い塀で囲み、
外周には幅2mほどのお歯黒溝があった。

靴などの履
き物のお店
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このあた
りお寺が
多い。

山谷の
簡易旅
館が多
い

㉕明治通り 石神井用水が三ノ輪で
分かれて「思川」（二番用水）とな
り、分かれた用水は「山谷堀」とな
って隅田川に注いだ。今ではいずれ
も埋め立てられ道路となっている。
明治通りを東に行くと、隅田川で
もっとも古い「橋場の渡し」があ
り、在原業平が渡って下総国へ向か
った。「史跡平賀源内先生之墓」と
刻まれた平賀源内の墓が橋場2-22-2
にある。総泉寺が戦災後、移転した
のでお墓だけが残った。「もと鏡池
の辺に在りたる化地蔵あり」2ｍ余り
大きな地蔵。

⑩今戸神社
幕末の志士

・沖田総司の
終焉の地とも
言われている ⑥待乳山聖天 「この所、今は形ばか

りの丘陵（おか）なれど、東の方を眺
望すれば墨田河の流れは長堤に傍
（そ）うて溶々たり近くは葛飾の村
落、遠くは国府台の翠巒（すいらん）
迄、ともに一望に入り、風色尤も幽趣
あり」（江）。隅田川べりの小高い丘
（待乳山）にあり、周囲が見渡せ眺め
がよく、江戸時代には文人墨客がこの
地を訪れている。本尊の歓喜天は商売
繁昌（金儲けを意味する巾着）、夫婦
和合（性のもたらす豊饒を意味する二
股大根）1月「大根まつり」がある。
「元（も）と真土山（まつちやま）と
書し、金竜山と号し、浅草寺末本竜院
の境内に在る小丘也。俗に聖天山と呼
ぶ」（案）古くは赤土山、真土山と呼
ばれた。戸田茂睡の歌碑「あはれとは
夕こえてゆく人も見よ まつちの山に
のこすことのは」がある。池波正太郎
生誕の地碑がある。スカイツリーの眺
望良好。

㉒妙亀塚 「妙亀塚 梅若丸の
母公妙亀尼の墳墓なりといひつた
ふ。小高きところに草堂を建てて
妙亀大明神と称せり」（江戸名所
図会）
謡曲の『隅田川』で、人買いに
さらわれ、墨田川畔で12歳で死ん
だ梅若丸を葬ったのは向島堤通り
2丁目の木母寺（もくぼじ）の梅
若塚。
梅若の死をここで知った梅若の
母親は、総泉寺の尼僧となり妙亀
(みょうき)尼と号した。我が子を
忘れられずに鏡ヶ池に身を投じ、
ここに葬られた。

⑰春慶院 吉原の名妓二代目高尾太夫は万治高尾､仙
台高尾と呼ばれ、万治3年(1660年)伊達騒動で伊達綱
宗との恋で綱宗に斬られた遊女の墓がある。「為転誉
妙身信女」の戒名が刻まれている。「寒風にもろくも
つくる紅葉かな」の辞世の句がある。

東禅寺
山谷の駿馬塚

⑱山谷の駿馬塚
源義家が奥州征伐

の時、倒れた愛馬を葬
ったと伝えられる。

⑦猿若町
「猿若町一丁目 旧峡田
（はけた）領に係る。寛
文元年（1661）小出信濃
守の別邸となり、天保13
年（1842）之を幕府に入
る。6月堺町の劇場を移
し、俳優始祖の名を取り
て今名を加へ、通じて三
町となす」天保の改革で
江戸市中に点在した芝居
小屋をここに集め、歌舞
伎の創始者・猿若(中村)
勘三郎にちなんで猿若町
と名付けられた。表通り
には芝居茶屋が並び賑わ
った。市村座跡碑(浅草
6-18-13)、守田座跡碑
(浅草6-26-11)がある。

⑮熱田神社
元亀2年（1571）創
建と伝う。「三谷明
神」と尊称し現今に
及ぶ。尚武、除災を
御神徳とし、氏子崇
敬者に尊崇されてい
る。

⑫正法寺 日本橋通油町の地本類（草紙類）
の出版の地本問屋の蔦屋重三郎（つたやじゅう
さぶろう略して蔦重）。吉原細見（吉原町の小
冊子）の小売から出発し、歌麿の大首絵や写楽
の作品を世に出した。

東京スカイツリーへ
1076m、13分 水戸街道は江戸時代北千住が起点だった。
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歩く地図でたどる日光街道
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正法寺
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④浅草追分 天正18年(1590)8月1日家康が江戸入りし、
文禄3年(1594)千住大橋が架けられるまで、ここから北進
し、今戸、橋場を通って北ヘ進んでいた。千住大橋ができ
てからも、直進する古奥州道沿いには多くの寺院があり、
こちらを利用する人も多かった。

㉖泪橋 江戸時代、小塚原と鈴ヶ森
はともに犯罪者の刑場であった。
小塚原の刑場は、日光街道を通り、
思川に架かる泪橋で、この世との最
後の別れの場となり、家族や身内の
者には、罪人との今生の悲しい別れ
の場となり、橋の上で涙を流したこ
とから「泪橋」と付けられた。 一
方、鈴ヶ森は南の刑場として設置さ
れた。鈴ヶ森刑場の周辺は、かつて
海岸沿いのさびれた地であった。鈴
ヶ森の刑場に向かうには、近くの立
会川にかかる「泪橋」を渡った。

①姥ヶ池
昔この辺は野原で一軒家
に姥と娘が住んでいた。
旅人が宿を乞うと石の枕
に寝かせ、夜中に上から
石を落として殺し金品を
奪っていたが、ある時、
1人旅の稚児が宿を借り
た。老婆は躊躇すること
なく、寝床についた稚児
の頭を石で叩き割った。
しかし寝床の中の亡骸を
よく見ると、それは自分
の娘だった。悲しんだ姥
はこの池に身を投げて死
んでしまったという。

⑯紙洗橋 浅草紙の紙をほぐして寝かせるこ
とを冷やかしといった。道路沿いの女郎がお兄
さんちょっと寄っていかないかと声をかけたの
が冷やかしの語源となった。

花の碑

㉑采女塚 吉原堺町雁
金（かりがね）屋の遊女
采女は、ある僧が恋死し
たのを悲しんで鏡ヶ池に
身を投げた。

今戸橋跡

山谷堀跡

玉姫稲荷神社
（標茅ヶ原）

㉔玉姫稲荷神社
「標茅ヶ原（しめ
じがはら） 玉姫
の辺を呼ぶ。昔時
水鶏（くいな）多
か り し と 云 ふ 」
（案）。しかし古
地図を見ると標茅
ヶ原はもっと東、
隅田川の近くにあ
る。

⑳東禅寺 江戸の各街道入口
に立てられた六地蔵の一つがあ
る。宝永7年（1710）建立。東
海道品川宿の品川寺に次ぐ第二
番の地蔵である。

⑲福寿院 儒者安藤東野（とう
や）の墓がある。
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⑪浅間神社 富
士山に行けない人
がお参りした。
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食事処たかでら

Ｈ
セブンイレブン

Ｈ正徳館

ＨＨ

Ｈ

Ｈホテルパレスジャパン

エネオス

Ｈ旅館福田屋別館

平和東京

金澤ビル

伊藤ビル

道林寺

今戸焼
のお店
が多く
あった

⑭長昌寺「弘安5年（1282）浅草金竜
山の別当寂海、日蓮宗の日常と此に法
輪し、雌伏して日蓮宗に改め、日蓮の
弟子となり一寺を建しもの本寺なり」
（江戸案内）

長昌寺

袮福寺

⑬祢福寺
儒者の亀田鵬
斎、画家の田
崎草雲・柴田
是真（ぜし
ん）の墓があ
る。
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②浅草神社 推古天皇の時代（636
年）、漁師の檜前（ひのくま）浜成、竹
成網の網にかかった観音像を郷土の文化
人土師真中知（はじのあたいなかとも）
が浅草神社に奉安。

浅草追分

紙洗橋

26

⑧日本堤 「日本堤
聖天町より箕輪に至る。
この間凡そ拾三町程の長
堤なり。（俗に八丁縄手
といふ）元和6年庚申の
歳（1620）、台名に依り
て荒川水除の為にこれを
築かせらる」（江）山谷
堀の両側の土手で、隅田
川水除けのために築かれ
た。およそ13町（1.4
㎞）の堤。隅田川から吉
原大門まで八丁（800m）
だったので八丁縄手と呼
ばれた。土手には100軒
以上のよしず張りの「編
笠茶屋」が並んでいた。

⑨山谷橋跡 山
谷 堀 に 架 か る
橋 。 明 治 2 年
（1869）浅草鳥
越町が浅草吉野
町に改称され吉
野橋と改められ
た。四隅に親柱
が残る。

待乳山聖天

福寿院

妙亀塚
出山寺（采女塚）

関東大震
災後に避
難所とし
てつくら
れた。
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③馬道通り 新吉原
に通う武士が馬で往
来。
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